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子育て・教育スポーツ・観光・文化 健康・福祉

（７） ２ ４ １

青
梅
市
ま
る
ご
と
ア
ー
ト
支
援
事
業
の
募
集

　

市
で
は
、
自
主
的
な
文
化
芸

術
活
動
を
行
う
団
体
の
事
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　

次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
事
業

①
文
化
芸
術
活
動
を
通
し
た
集

客
・
交
流
の
促
進
、
人
材
育

成
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
文
化
芸
術
活
動
等
、
地
域

活
性
化
や
ア
ー
ト
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と

②
原
則
と
し
て
、
事
業
が
青
梅

市
の
区
域
内
で
開
催
さ
れ
、

広
く
市
民
に
公
開
さ
れ
る

こ
と

③
非
営
利
で
あ
る
こ
と

④
政
治
ま
た
は
宗
教
活
動
と
か

か
わ
り
の
な
い
こ
と

補
助
額　

補
助
対
象
事
業
経

費
の
２
分
の
１
以
内
か
つ

予
算
の
範
囲
内
で
１
団
体

50
万
円
を
限
度

申
請
方
法

▽
事
前
相
談
…
４
月
17
日
ま
で

に
電
話
で
市
立
美
術
館
へ

※
月
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

　

葉
酸
は
、
水
溶
性
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
の
１
種
で
、
赤
血

球
を
つ
く
る
際
に
必
要
な

た
め
、「
造
血
の
ビ
タ
ミ
ン
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
緑

黄
色
野
菜
や
納
豆
な
ど
の
豆

類
、
い
ち
ご
な
ど
の
ほ
か
、

レ
バ
ー
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

妊
娠
前
か
ら
妊
娠
初
期
に

つ
い
て
は
、
葉
酸
を
摂
取
す

る
こ
と
に
よ
り
二
分
脊
椎
な

ど
の
神
経
管
閉
鎖
障
害
の
リ

ス
ク
が
低
減
さ
れ
る
こ
と
か

ら
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
利
用
も

含
め
た
積
極
的
な
摂
取
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
妊
婦
の
場
合
、

レ
バ
ー
を
摂
り
す
ぎ
る
と
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
過
剰
に
な
る

た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
育
一
口
メ
モ

４
月
３
日
は
葉
酸
の
日

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
校
給
食
に
親
し
み
を
持
ち
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
平

成
30
年
度
に
市
内
小
・
中
学
校

に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
、
青
梅
市
の
学
校
給
食
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
度
に
愛
称
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
193
点
、

中
学
校
12
点
の
応
募
が
あ
り
、

予
備
選
考
と
一
次
選
考
を
経

て
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
投
票

の
結
果
、
小
学
校
は
「
う
め
ミ

ル
ち
ゃ
ん
」、
中
学
校
は
「
ウ

メ
モ
ー
」
に
愛
称
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

愛
称
を
命
名
し
た
児
童
・
生

徒
に
は
、
青
梅
産
杉
の
間
伐
材

学
校
給
食
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

を
使
用
し
た
、
賞
状
盾
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
☎
31
・
７
８
３
１

▽
申
請
…
４
月
30
日
ま
で
に
市

立
美
術
館
で
配
布
｟
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
送
付

可
｠
す
る
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
て
直
接
市
立

美
術
館
へ

※
日
程
は
事
前
相
談
時
に
調
整

※
申
請
書
等
の
郵
送
不
可

そ
の
他　

補
助
の
可
否
は
青
梅

市
ま
る
ご
と
ア
ー
ト
支
援

事
業
選
定
委
員
会
の
審
査

に
よ
り
決
定
▽
交
付
決
定

通
知
は
５
月
下
旬
予
定

問
い
合
わ
せ　

市
立
美
術
館
☎

24
・
１
１
９
５

　

ま
た
、
多
く
の
研
究
結
果

か
ら
葉
酸
の
摂
取
と
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器

疾
患
の
予
防
効
果
と
の
関
連

性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
酸
は
、
光
に
弱
く
、
日

の
当
た
る
場
所
に
放
置
す
る

と
分
解
し
て
し
ま
う
た
め
、

購
入
し
た
野
菜
等
は
早
め
に

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
セ
ン

タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

市立美術館特別展

明治水彩の隠れた巨匠―五
い お き

百城文
ぶ ん さ い

哉作品展
　水戸市出身の五百城文哉（１８６３～１９０６年）は、明治時代に活躍した洋画家です。その作風は文字通りの「写生」であり、丹念に描かれた風景画や植

物画は、水彩画特有のみずみずしさを保ちつつも見る者を圧倒するような、カラー写真を凌
りょうが

駕する出来映
ば

えを誇っています。

　本展では、水戸市立博物館が所蔵する五百城の風景画と、同館に寄託されている代表作≪高山植物写生図≫（個人蔵）を一堂に紹介する展覧会です。水彩画

という新しいジャンルを切り開いた一人としても知られる五百城の世界をお楽しみください。

会期中のイベント

★ゲスト学芸員によるギャラリー・トーク

　五百城作品を多数所蔵し、五百城文哉展を開催した経験を持つ、小杉放菴記

念日光美術館学芸員の迫内祐司氏をお招きし、五百城作品の魅力についてお話

いただきます。

日時　４月１９日（日）　午後２時から（１時３０分受付開始）

定員　先着２０人程度　　費用無料（要観覧券）　　直接会場へ

★当館学芸員によるギャラリー・ガイド

日時　４月２６日（日）、５月２３日（土）　午後２時から（１時３０分受付開始）

定員　先着２０人程度　　費用無料（要観覧券）　　直接会場へ

会期・時間 ４月１１日（土）～５月３１日（日）　午前９時～午後５時（入館は４時３０分まで）　※毎週月曜日（５月４日を除く）と５月７日は休館

主催・会場　青梅市立美術館　　協力　水戸市立博物館

観覧料　大人５００円（４００円）、小 ･中学生１００円（８０円）

※（　）内は２０人以上の団体割引料金、障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方１人（障がい者手帳を提示）は無料、市内在住の６５才以上の方（免許証、

保険証など住所と生年月日のわかるものを１人ずつ提示）は無料、市内の小・中学生は土曜日無料

小学校
「うめミルちゃん」

中学校
「ウメモー」

五百城文哉≪高山植物写生図　カタク

リ≫水彩／紙、明治時代、個人蔵、後

期展示

五百城文哉≪日光陽明門≫水彩／紙、

明治時代、水戸市立博物館蔵、通期展

示

関連イベント

★奥多摩さんぽ～山野草見学＆テラリウムづくり～

　ネイチャーガイドの案内で、奥多摩にこの時期に自生する山野草を見学し、

昼食後にテラリウム（ガラスの器に苔を入れたもの）づくりに挑戦します。

日程　Ａコース…４月２２日（水）、Ｂコース…５月１６日（土）

時間　午前１０時ＪＲ奥多摩駅集合～午後３時３０分同駅解散

※少雨決行、荒天中止

対象　高校生以上　　定員　各コース先着１８人（予約制）

費用　４，０００円（ガイド代、テラリウム教材代、保険代　ほか）

※集合場所まで・解散場所からの交通費は自己負担

服装・持ち物　歩きやすい服装、滑りにくく履きなれた靴、帽子、昼食、水筒、

タオルなど

主催　（一財）おくたま地域振興財団（〒１９８－０２１２奥多摩町氷川

２１５－６奥多摩町役場地下２階）☎０４２８－８３－８８５５（月～金曜

日の午前９時～午後５時）、東京都知事登録旅行業第２－６４１７号

申し込み　同財団ホームページ H P http://okutama-therapy.com/ 参照のうえ、

申し込みフォームから（郵送、電話による申し込み不可）

見どころ

▽ 会期中に一部展示替えを行います。後期展示は、５月８日（金）か

らです。

▽五百城と同時代に活躍した水彩画家・大下藤次郎≪万年橋≫（市指

定文化財・当館寄託）も併せて展示します。

▽展覧会図録として、水戸市立博物館作成の『やわらかな光と花に満ち

た世界　五百城文哉の水彩画』と『五百城文哉　高山植物写生図』の

セット、当館作成の五百城文哉絵はがき８枚セットを特別販売します。

問い合わせ　市立美術館☎２４－１１９５（午前９時～午後５時）

※展示替え等のため、４月１０日（金）まで臨時休館となります。


